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東洋大学経営学部は，本年で20周年を迎えた。経済学部に設置
されていた経営学科，商学科の二学科が，基盤となって，経済学
部より分離し，昭和41年4 月に経営学部とし て新 スタートを切っ
たのは，つい昨日のことのように思える。
今日では，全匡Iで経営学部は20数校に上 り，経営情報学部を加
えれば,30 数校という数に達する。しかし当時では，設置数が10
校に満たない新学部で， カリキュラムの編成，教員組織の構成に
もいろいろの苦労がつきまとった。また，その特色づけ，学部運
営の方式にも工夫が必要とされ，昭和40年代以来，研究と検討が
繰返された。 カリキュラムの変遷は，その事を如実に物語る。
経営学部は，その多 くが経済学部，商学部，法学部等の学部を
母体学部として育てられ，分離・独立してきた。 また当初 より独
自的に設計され設立された学部であったとしても， スタッフの多
くは，これら学部の背景となる研究分野から育七られており，経
営学部の教育体系もその影響を多く受けてきている。にもかかわ
らず，経営学部は，経営学部たるものでなければならず，社会的
責任を果すにふさわしい特色をもたねばならないとされる。経営
学部の運営に当る者，その研究と教育を担うスタッフり苦心おや
である。
経営学部の設置は，他方ではこのような事情とは別に，底流に
は，産業社会の急激な発達に強く刺激されている。つ まり，企業
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に役立つ経営者の教育，新しい型の組織人の養成，管理技術者の
育成というような課題が，その任務として強く意識されていると
いってよいであろ う。そしてその流れは，他の社会的期待を も加
えて，今日では大きな役割期待へと成長している。
たとえば，商学科では，マーケティン グ情報論，商品計画論，
会計情報システム論，といった学科目は，基本とされ，伝統とさ
れる学科目に対しては，異色のものと映るであろ うが，これらは
経済社会生活上のニーズであり，実学としての経営学教育中，特
に商学面の担わなければならない研究・教育とし ては，今日，欠
かすことのできぬ分野となり，学科目となっている。
そして，経営学本来の学科目とこれらは，組み合わされて，学
部特色を作り上げることになる。 本学部商学科の特色もまたその
例にもれるものではない。20周年記念号として編集された第2 集・
は，この特色の一端を表わし，研究傾向を紹介し，同時に本学経
営学部の今日の水準を示しているといえるであろ う。
しかし，思えば，これらは研究の一里塚であって，今後も社会
的期待に応えるには不断の研究・教育努力が必要であろ う。
この20周年記念論集を契機とし て，本学部の一層の充実と発展
とを念じ，また，明年，本学100 周年を迎えるに当り，東洋大学
全体もまた， より高く躍進されんことを祈りつつ,20 周年記念論
集の発刊の言葉としたい。
昭和61 年12 月
経営学部長 涌 田 宏 昭
